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【動機】

継続して建仁寺に来訪するハチについて研究をしてきた。昨年度は、二ホンミツバチとセイヨウ
ミツバチの都市環境における適応の仕方に違いがある可能性を見いだした。そこで、本年度は、
営巣の違いを明らかに、個体にマーキングしてセイヨウミツバチの生活環境を明らかにしようと
した。

【方法】

二ホンミツバチとセイヨウミツバチの比較をするため、誘引剤を使用し営巣を促した。その後は
、継続的な観察を行うとともに、巣の中にファイバースコープを設置し、マーキング個体の生態
を調べようとした。

【結果】

二ホンミツバチは、アリの侵入などの環境の変化があると、巣を離れた。セイヨウミツバチは、
アリの侵入後にメントールを入れ追い出した後に、女王バチが増えるなど巣が安定した。また、
セイヨウミツバチは、近隣のホテルの巣箱でも観察された。

【まとめ】

二ホンミツバチは、環境の変化に合わせて、生息場所を循環させている。セイヨウミツバチは、
人の作った環境を利用し、二ホンミツバチより都市環境に適応しやすいことがわかった。二ホン
ミツバチの生息場所の循環は花の種類や量が少ない都市ならではの共存の形であると言える。

【展望】

チャノキの成分が営巣につながっている可能性があることや、複数の女王バチの存在・人による
環境の変化がミツバチの社会構造にどのような影響を与えるのか。これらのことが明らかになる
ことで、都市環境におけるミツバチの生態を守る術を見いだすことができるのではないか。
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